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みなさんのご意見・ご要望をお気軽にお聞かせください。

熊本地震の教訓を基にした防災対策の強化の質疑では､
衛生面での備蓄物資の充実や避難所での情報提供の工夫･
再整備などについて質疑を行う。
障がい者施策では｢就労支援・自立支援｣にテーマを絞り､
取り組みの前進を促す。区の高齢者施設については､今の

熊本地震の現地訪問からの教訓を踏まえ､防災対策の
強化を求めることから始まり､様々なテーマを質疑。

毎年秋に農業まつりが行わ
れる赤塚小学校。搬入のた
めにトラックが出入りする
ため､校庭の劣化が進み､
いち早く改修を求める声が
地域から上がっていました｡
この度改修がやっと叶いま
したので報告します。

要望が実る！

校庭の改修がついに行われる！
赤塚小学校校庭

区政報告会

第11回目となる区政報告会を実施
成増アクトホール

平成28年度補正予算
●町会掲⺬板を⾬風に
負けないカバー付きへ

●鳩への餌やり禁止看板
の設置と対策強化

生活保護行政
●チームで被保護者と
対峙する仕組みの導入
●国の就労支援の目標値
の達成見込みについて

障がい者施策
●継続就労支援Ａ型を
本庁舎や区⺠事務所に
●チャレンジ就労の5人
枠を最大限に活用へ

高齢者施設
●高齢者在宅サービス
センター、いこいの家
を今の時代に合った
高齢者施設へ衣替えを

（平成29年1月） （3/24）

きれいに整備された校庭

一年間の成果を報告

多くのみなさんにご出
席いただき今年も無事
に区政報告を行うこと
ができました。空き家
対策や地域課題を中心
に報告を行いました。
公式サイトに当日の報告内容を詳しく記した
活動レポートVol.29があります。

議会 !
トピック

ON LIVE

2/28

一問一答形式の質疑
総括質問を行う！
板橋区役所/第一委員会室

2017
一問一答形式の質疑であるため､質問と答弁を繰り返すことで

課題を深くあぶり出すことができる

スライドで雨風でポスターが破れて
しまった様子を伝える

時代に即した施設への転用について質しました。身近な地域の課題として⾬風に負けない
カバー付きの町会掲⺬板の設置や成増駅南口の喫煙所の移設などを取り上げました。



益城町・南阿蘇村
熊本地震からの
教訓と心構え

まだ私たちの記憶に新し
い熊本地震。平成29年2月
6日・7日にかけて、全壊や
半壊などの建物被害が
11000件を超え、町全体が
壊滅的な被害を受けた
｢益城町｣と阿蘇大橋の崩落
や土砂崩れによる道路寸断
が生じ、多くの方が孤立を
強いられた｢南阿蘇村｣に
赴きました。甚大な被害
だった二つの自治体への
直接の聞き取り、意見交換

は⺬唆に富んだものでした。 問題です。益城町からは
「飲み食いの関係は国から
の援助が早いのでどうにか
なるが、トイレ問題が一番
の問題だった」と当時の苦
労が語らえました。益城町
も南阿蘇村も、避難所に設
置された仮設トイレの衛生
面に非常に苦しみました。
臭気が漂うため、消臭に人
員を張りつけ日夜対応にあ
たりました。消臭や消毒の
専門業者も巡回するなど、
本当に対応に苦戦したそう
です。トイレなどが不衛生
なためノロウイルスの集団
感染が発生し、自衛隊の炊
き出し以外の食料の提供を
受け取ることができなくな
り、善意の方に対して辛い
思いもした。仮設トイレは

避難所で求められる
物資は｢食料｣→
｢衛生面｣→｢情報面｣

着の身着のままで避難し
てきた被災者はまずは身の
安全を確保し、暖かい毛布
で身を包み、食料を口にす
ると少し安心を取り戻すと
のこと。「まずは毛布と食
料を」と実感が込められた
言葉はとても説得力があり
ました。区の備蓄も食料は
3日分の確保ができていま
すが、毛布など命の安心を
実感できる備蓄の在り方に
ついては再度検証が必要で
す。そして現地で最も強調
されていたのがトイレの

本会議場は震災当日のまま手つかずの状態（益城町議会）



ただあればよいのでなく、
水を流せるトイレを備える
ことが必要となります。マ
ンホールトイレなどのよう
に水に流せることを重視し
た備蓄を考えるべきです。
都からは避難所への上下水
道の耐震は実現できている
と聞いていますが、本当に
大丈夫なのか。最悪の事態
を想定したトイレ対策の再
確認を要請していきます。
次に震災から日が経つに

つれて避難者は情報への渇
望が高くなっていくそうで
す。そのための仕組みをど
う準備しておくのかが強く
求められます。スマホなど
の端末を活用して､震災･避
難情報へアクセスし､家族･
知人との安否確認のやり取
りを行うことが容易に想像
できます。避難者の情報端
末のバッテリーを充電でき
る防災備蓄の拡充へ向けて
の検討が必要です。充電が
できるソーラースタンドな
どの配置を求めていきます。

日本全国からの応援メッセージ（熊本市役所） ひび割れした庁舎

屋根瓦が落ちブルーシートで⾬風を凌ぐ 仮設住宅内に設けられた｢笑｣店街 崩落した阿蘇大橋､被害の甚大さを感じる

益城町での避難所運営にお
いては、職員が約2か月間
の24時間を2交代制で土日
もなく対応にあたりました。
避難者は避難生活に疲れス
トレスも溜まり、職員にあ
たるようになります。職員
も被災者であり、家族も被
災をしているのに、職員は
避難運営の職務を放棄する
こともできず、ストレスを
過度に溜めていく。うつ病
になる職員、体調を崩し入
院する職員が多発してし
まった。発災から3カ月
経ってからようやく職員に
目が向き、職員のストレス
チェックを行うことができ
たが、時すでに遅し。
「もっと早く職員への対応
が必要だった」と反省と悔
しさが伝わります。議員は
ほとんどが地域に張りつき、
避難所や空き地にいる方の
現状や要望を聞き、町に

伝えていった。特に避難所
はどこに行ってもストレス
をぶつけられ、それは酷い
言われようだったが、議員
ができるだけ避難所に赴き、
話を聞くことは重要と両町
議⻑は語ります。町役場に
伝える問題の吸い上げがで
きるし、町⺠にとっても議
員に話したことでスッキリ
したり、安心するところも
あったとのこと。当然なが
ら私ども、議員の覚悟も問
われています。板橋区では
それぞれの避難所ごとに近
隣職員を中心に職員配置を
計画しています。職員だけ
に負荷をかけない避難所運
営となるためにも、日頃か
らの顔の見える関係づくり
も大切になります。
その他、震災直後の行方

不明者の捜索に地元消防団
が活躍したこと、最終的に
は追い出すことにしたマス
コミへの対応、ボランティ
アを装う泥棒について、
有益点や留意点を伺った。

避難所運営での
ストレス軽減は重要

避難者の受入れについての説明（南阿蘇村）



総括質問にて一問一答形式で行った
質疑の項目リスト
熊本地震の被災地からの教訓をもとにした防災対策の強化を強く要望。
高齢者や障がい者などの福祉施策の充実から⾬風に負けない町会掲⺬板の
設置など幅広いテーマから質疑を行った。

List

平成28年度補正予算に関連して
地域がよくなる、街をきれいに
①基金の積み立ては公共施設整備とリンクしているのか。
②町会掲⺬板をガラスまたはアクリル板カバー付きにでき
ないか。⾬風に負けない掲⺬板に。③自治基本条例の制定
に拘ることなく､住⺠参加の仕組みづくりを進めよ。④成増
駅南口にある喫煙所の移設について、28年度の取組みはど
うなっていたのか。⑤成増駅北口では喫煙所を木で囲うな
どしている。喫煙者･非喫煙者が共存できるように取組みを。
⑥今後は､南口の喫煙所は時期を決めて移転による撤去も視
野に入れて検討を。⑦鳩への餌やり禁止看板がなくなって
いる場所があるが､早期の設置を求める。

生活保護行政ついて
チーム対応による支援体制の充実
①社会福祉主事資格を持った職員の配置の現状と見解
は。②福祉職の採用を増やすなどの計画は。③査察指
導員やケースワーカーへの社会福祉主事取得に向けた
支援の考えは。④チームで被保護者と対峙するなど仕
組みを変える考えは。⑤高校に行きたいのに働けとい
う指導は行われているのか。⑥司法試験の勉強ために
仕事をしないという人へも同じ対応なのか。⑦国の就
労支援の目標値の達成見込みは。

障がい者施策
就労支援と自立支援の拡充を
①第５期障がい者福祉計画は、ニーズ調査を
行い必要なサービス・施設を算出すべき。
②自立を促すことに重点を置いた計画づくり
を求める。③現状のハートワークの目標値･
実績は適切なのか。さらなる就労の実現を。
④区の取り組みの象徴として「Ａ型」の施設
を本庁舎もしくは区⺠事務所に設置を。
⑤チャレンジ就労は５人枠のところ実績が
２∼３名。５人の雇用を実現せよ。⑥さらに
積極的に優先調達の導入を進めよ。⑦優先
調達を広げるために福祉関係部署の取組みは。

高齢者施設
従来の発想を捨てて
今の時代にあった施設へ

①デイサービスである｢高齢者
在宅サービスセンター｣の今後の
あり方は。②｢いこいの家｣は
利用者が急減。今の時代に合っ
た高齢者施設に衣替えをすべき
では。③高齢者と障がい者が共
存する｢富山型｣デイサービスへ
の見解は。

熊本地震の教訓
求めらる衛生面での備蓄物資､被災者への情報提供の工夫
①避難所トイレ､仮設トイレの衛生
面の対策は。②避難所での集団感染
を想定した対策は。③避難者の
スマートフォンの充電のための体制
は。④自立型ソーラースタンド導入
による電源確保で避難所の情報面の
充実を図れ。⑤被災者向けの支援
メニューの項目抽出や想定を今から
準備すべき。⑥ネットアクセスが
集中したとき､サーバーは大丈夫な
のか。対策は。⑦ヤフージャパンと
の防災協定を。⑧車中避難について
避難所校庭の一時開放などの想定を。
⑨女性専用スペース､乳幼児用ミル
クの備蓄対策の進捗は。⑩災害時の
職員のメンタルケアと体制づくりを
今から始めては。⑪自然災害時に
財政出動がすぐにできるよう､特別
会計の仕組みを。⑫危機管理官とし
て自衛隊ＯＢの登用を。⑬危機管理
室⻑･課⻑の人事ローテーションの
目安は。⑭外部登用も含めて､人事
を掌握し、指揮命令権としてのポス
トの重要性への考えは。

やすのりの
議会活動を
報告！

⾬や風により掲⺬したポスターが
破れてしまっている（板橋区内）


